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論文内容の要旨

〔目的〕

本論文は， C *一環の:1くー演算を保存しない有界な表現についての研究をまとめたものである。

C* 一環の構造上，本質的なものが:1くー構造であり，それが他の代数的演算によって決まる構造とどの

ように関係するかを調べる乙とはとても重要である。:1くー構造の重要性から通常は:1くー演算を保存する表

現( :1くー表現)を扱うが，乙乙では:1くー演算を保存しない有界な表現(有界表現)を扱い，上の意味で次

のような相似性問題を考察する。Aを C* 一環とし、 cp:A→B(H): を C* 一環Aからヒノレベルト空間

H上の有界線形作用素全体からなる C* 一環B(H) への有界表現とする。そのとき， ScpS-1 が:1くー表現

H となる有界な可逆作用素が存在するか?この時， cp はH と相似であると呼ぶ。有界な表現が:1くー表現と

相似である乙とと，その有界表現が完全有界になる乙とが同値であるという知られている事実より有界表

現のノノレムと完全有界ノルムとの関係に着目し， k-相似性という概念を導入し， k ー相似 C* 一環の性

質を論議した。またこれと作用素の微分問題と関連して，すべての k-相似な C ホ一環は性質Dk を持つ

という結果を得た。次i乙，ある C キ一環の有界表現の，それを含む C* 一環への表現の拡張問題を考察し，

相似性問題と有界表現拡張との同値条件を示した。

次l乙説庄の話題の一つである作用素環のインデ、ックスの結果と似たもので C* 一環のある種の有限次元

拡大を考え，相似性問題との同値条件を得た。

最後i乙対称表現に対する相似性の問題を扱った。 Phillips の結果をアレンジし，一様正で，不変性の

条件を満たす閉部分空間との関係において現れてくる特殊な定数についての計算を行い，ある場合に，表

現の完全有界ノルムと関連がつく乙とを示した。

-591-



論文の審査結果の要旨

作用素環，とくに C* 環の研究においては， :>jく表現がつねに重要であるが，一般に有界表現をとったと

きに，乙れが:>jく表現とど、うかかわってくるかという乙とも，興味をもたれている研究課題である。著者は

本論文において，乙のテーマについて，いくつかの寄与を与えているo

有界表現が:>jく表現と同値になるためには，それが完全有界性をもたなけれJまならない。乙のとき、完全有

界ノルムが有界ノルムから，どのように評価できるかという乙とが問題であるo 著者は乙れに対し， k 一

同値性という概念を導入し，それに関する性質を調べ，いくつかの具体例に関する計算を行なっている。

また，乙のk一同値性は，同時に有界な微分に関しても，そのノルムの評価に関連してくる。これについ

ても，いくつかの結果を与えている。

著者はさらに，対称表現を調べている。これは有界表現が与えられたとき，それをつねに乙の種の表現

に拡張でき，そしてその拡張された表現の木表現との同値性が問題となることからである。乙の対称表現

について，同値性が成立するための必要十分条件として，空間が一様正，一様負の部分空間の直和になる

乙とという，極めて強い条件を提出している。

以上，本論文は，完全な解決にはなお遠いと思われている有界表現と:>jく表現の同値性の問題について重

要な知見を与えており，学位論文として価値あるものと認める。
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